
自然が破獲されるとか地Eまがおかしくなると

いう事態にはいたらなかったのです。 ~IJ を挙

げてみますと、当初、製鉄には石炭でなく木

材を使っていました。例えばスウェーデ2ンカ£

そうで、スウェーデンではこれ以上伐保でき

ないところまで木を切ってしまい、製鉄業が

衰退したのです。船でいえば、木造船の時代、

オランダは造船に適した木を切り尽くす結果

となりました。産業革命の当初でも、国を挙

げて産業化に取り組めば森は消滅し、川も当

然ダメージを受けたはずです。ヨーロァパで

7・

は実際そういう事態が起きたのですが、それ

でも規模は小きかった。産業の移転が行われ

れば、ヨーロ ッパ全体では何とかなったし、

地球規模で見れば、ほかの大陸・地域が近代

以前ということで豊かな自然か残っていました。

ただ、これは18世紀から19世紀にかけての

話です。今、 20世紀も終わろうとしているとき、

桁外れの事態が進行しているのです。ヨーロ

yパから遠い日本が世界第2の経済大国になり、

アメリカでは産業が飛健的に発展しました。

先進工業国に工業原材料を鎗出するため、オ

ーストラリア、ブラジルなど世界中の国身で

資源が掘り出されています。その結果、気候

変動など地球環境にさまざまな異常が起こっ

ているわけです。地球にくらべて産業の規模

が大きくなりすぎたといえます。

| 「 繍 司 郎 畑 一 坊 l 
今、明らかになってきたことは、自然を利

用すればするほど利用すべき自然が破壊され、

もうこれ以上利用できなくなって、自分で自

分の首を絞めるような関係が生まれてきたと

いうことです。だからといって、自然を利用

することをやめるわけにいきません。それで

は今後も利用し続けるためには? その答えと

して、人類が自身の行動に制限を加える必要が

ある、ということが10年くらい前から明確に

意識され始めたのです。「持続可能な発展Jと呼

ばれる考えが出てきたわけです。その意味す

るところは、自然を有効に利用することと、

自然を将来の世代のために残しておくこと、

地球を守るということを両立させないといけ

ないということです。ただ、口でいうのは簡

単ですが、 実際にどうするのか、その決め手

はまだありません。C02の排出規制の問題ひと

つにしても、総論賛成、各論反対。先進国が

抑えるべきだ、いや発展途上国が抑えるべ き

だと責任を相手に押しつけ合って、結論が出

都市の中から自然の水が失わn、人工的につ

くられた流ればかりのような環境で生活して

いれば、もう一度自然の水に親しもうといっ

ても、人工の水に慣れた自には、本当の浦安

の海岸よりも、自然をまねしてつくられた人

工のものの方が親しめるものに映ってしまう

のでしょう。

どうも、厳近の日本人は、川や水に恵まれ

ているその恵みが、よく分かつていないよう

です。近頃、都市の中小河川にいろいろ手を

加えた例が見られます。そうすることで、も

う一度自然に目を向けさせることも大切です。

でも、それを本当の自然と勘違いしてはいけ

了、

環境の時代と
これからの川づくり

ません。むしろ、農業用水や工業用水、発電

にも使われなし、小さな川、名もない川、役に

立たない川を、現状のまま大事なものとして

保全していくことが大切だと思います。

! 111は自問中心 l 
川は自然環境の中心です。というのは、自

然環境の基本に水循環があるからです。

海から水が蒸発して雨になり、そして川に

なって流れてまた海に戻る。ですから、川は

とても大切なものなのです。環境を大事にす

るということは、川を大事にすることに結び

つきます。それも、なるべくもともとあった

形にしておくことが基本だと思います。ただ、

川は人間の生活と密接に結びついてきました。

人間は欽み水ゃいろいろな用途に川の水を利

用してきたわけです。平地にはたくさんの人

間が集まってきましたが、なかでも、平地を

流れている川のそばは人聞にとって便利な場

所なのです。しかし、自然のままではときど

き氾獲したりします。使い勝手が悪かったり、

不都合なこともあるので、人間は川に手を加

えてきたのです。それがほどほどであれば、

川と人間の調和した関係ということになるの

ですが、特に産業化が進んで工業に水を使う

ようになってから、手を加えすぎた面があり

ます。こういうことに対する反省から、今、

環境や川を大事にする声が高まっているわけ

です。

i 産…が的問量を超えた | 
農業用水から工業用水へ、111の水の利用形

態が大きく変化したのは産業革命以降のこと

です。ただ、当初は産業革命とか近代化とい

っても、規模が小さかった。人間の活動の結果、

21世紀を目の前にして、 JIIを利用して生活を豊かにしてきた私たちは、

今、川を大事にすることか哀剣に求められる時代を迎えています。

そのために考えなければならないことを中心に、

川と人聞の関係の過去、現在と、これからを、祉会学者の橋爪先生にお聞きしました。

自
然
環
境
の
基
本
は
水
循
環
。
川
は
自
然
環
境
の
中
心
と
い
え
ま
す
。

環
境
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

川
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
結
び
つ
き
ま
す
。
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| 川の……人 | 
川や水に恵まれている日本人は自然に親し

むことの多い国民のはずでしたが、最近は川

や海で泳ぐ光景を見なくなりました。泳ぐのは、

もっぱらプール。そんなふうに自然の水との

関係が疎遠になったことの象徴が、東京ディ

ズニーランドではないでしょうか。i毎の近く

にあるのに、ま ったく閉ざされた空間で、浦

安にあるのかロサンゼルスにあるのか分から

ない。内部には川や滝や山があるけれど、全

部まがし‘もので、人工のものしか楽しめない

ようになっていて、それが人身に喜ばれている。

昨年(I袋緋)、 一昨年と続けてシルクロード、

ゴピ砂漠さらにウズベキスタンを旅する機会

がありましたが、そういう地域と比較すると、

日本はいたるところに川がある実に恵まれた

国だということが分かります。あちらは、夏

の気温が45'tにもなり日射が厳しいところです

から、水の蒸発量が多い。水があるのが奇跡

的というような地減ですから、川など滅多に

ないわけです。そこで、昔から人キは山岳地

帯の万年雪が融けて流れ出した水を、カレー

ズと呼ばれるトンネルをつくって、オアシス

に引いてくるわけです。そこには緑がはえ、

人間も生活できるようになります。生存のた

めには、人間が自分の手で飲料水や護続用水

をつくり出さなければなりません。その意味で、

水や川との関わりが切実だといえます。

もうひとつ、日本の恵まれているところは、

平地が少なくて山が多いことです。そのため、

日本の面積の67%は森林です。外国の場合、土

地はもう少し平らですから、いろいろ使い途

があって人の手が加わります。例えば、イギリ

スの森林面積は10%ぐらい。日本にくらべて、

利用すべきところはほぼ利用しつくされてい

るといえます。一方、日本は傾斜地が多く使

い途がないので山のまま放って置かれたので、

森林が67%も残ったわけです。ですから、川も

きれいです。流れる水も多い。産業化が進ん

でいくと、川が汚染されドブのようになって

しまうのは、どこの国でも見られることですが、

工業化の割には川の汚染が目立たないのは、

ひとつには日本が森林に恵まれているからです。

.6 



こまで、面積でいえばひとつの郡くらいでいい

と思うのですが、実験としてその地域には一切

手をかけるのをやめてしまう。緊急時のために

道路は残しておきますが、ほかは一切手をかけ

ないで、水田の畝は崩れるにまかせ、神社は朽

ち果てるにまかせます。ほかの道路もアスフ ア

ルトを突き破って雑草がはえるのにまかせる。

その状態で、 50年くらい放っておきます。50

年たつと松がはえ、さらに数十年たつと万葉

の昔さながらの景観に戻ることでしょう。そこ

でどんな川が出現するか?

f万葉集jそのものの川に戻っていくのではな

いでしょうか。クマやシカが生息して、吉野熊

野国立公園や屋久島に残っているような景観が

現れるのでは、と想像しています。きっと、周

りは照葉樹林になってくるでしょう。秋の紅葉

など見事だと恩います。これからは、傾斜地に

水田や畑を営むのは無理でしょう。ですから、

全部とはもちろんいいませんが、場所を決めて

ひとつ実験してみては。広い面積では難しいの

であれば、沢とかを10ヵ所くらいでもいいと思

います。ダムの上流の廃村になったようなとこ

ろでもいいかもしれません。これは川づくりで

も、 f何もしない川づくりJになりますか。

幹線道路は残しますから、廃屋があればそこ

を少し整備して林間学校みたいなものをつくる。

無人島のような状態の林間学校ですから、すご

いですよ。そうした状態に積極的に意味を与え

ていくわけです。日本ではそういうところはそ

こにしかないとなれば、ものめずらしくて、み

んな出かけて行くでしょう。尾瀬のように自然

の中に立ち入ることは禁止したうえで、観光も

許可する。そうすれば、周りに民宿ができたり

して、過疎だったところが過疎を材料にして開

発できます。開発と保存の両立とは、例えば、

こういうことではないでしょうか。(談)

.プロフィール

橋爪大三郎 はしづめだい芝ぶろう
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-東京の住宅地を流れる小さ1;1:111.落合川.自然が良くF草されたこの川

は子供たちの遜ぴ唱として人気が高い

民に歩み寄ることも必要です。一方、市民は

受け身であってはいけません。自分たちのそ

ばを流れる川がどうあるべきか、そのために

はどうすべきかを考え、自らがアクションを

起こさなくてはなりません。

現在、川を大事にして自然に親しもうとい

うことで、コンクリートの護岸をはがして元

の川に戻そうという試みが行われています。

こうした方向は正しいといえます。川を利用

しようとすることばかり考えていた発想から

変化したわけです。というのも、利用してい

るうちに川が破壊され始め、洪水が起こった

りするようになった。そこで、コンクリート

護岸で川をガチガチにしたところ、面白味の

ない川になってしまったので、市民から愛想

をつかされ、行政も考え直し、自然護岸にっ

くり替えているわけです。それなら、なぜ、

最初からそうできない?と思われるかもしれ

ませんが、最初からそれが分かるほど人間は

賢くない。5年後、 20年後に考え方を変えるわ

けです。こういう変化があるわけですから、

理想をいえば、 30年、 50年、 100年後の状態を

考えて川づくりをして欲しいと思います。川

のそばで生活している人々、川とともに生き

ている人たちと一緒に、そういう川づくりを

していくことが大切です。

l 曝明験酬的j川11…l
ひとつ提案があります。現在、過疎化がい

ろいろ騒がれ大きな問題になっていますが、

ある地成を決めてそこから「総徹退」してみては

ーと思っています。ある水系のここからこ

川
を
利
用
す
る
こ
と
と
、
川
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
。

ど
ち
ら
も
人
間
の
利
益
に
な
る
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
で
は
そ
の
両
方
が
望
ま
れ
ま
す
。

これは日本に限ったことではありませんが、

自然は連続しているのに、川や林、空ごとに

役所の管絡が別々でバラバラに管理されてい

ます。これは仕方ない面もありますが、行き

すぎると良くない。川だけを取り出して大事

にするのではなし山や平野、海、空があって、

つまり自然があって初めて川があるのですから、

川がおかれている自然そのものを大事にして

いくべきでしょう。ですから、河川行政と林

野行政などさまざまな行政が連携して欲しい

わけです。もともとJIIの水は、空から降った

あと草木に溜められて流れ出してきたものです。

木がなくなると、大雨のとき一度に水量が増

えてしまったりと、 JIIと森林は密接な関係が

あります。そこを十分配慮すれば、より自然

にマッチした行政になると思います。川だけ

を取り出すという発想は、川を役立てたいと

いう視点です。川をそれ以外のものと切り雛

さないで大事にするというのが、本当に川を

大事にする途ではないですか。

現在は、川を利用するということと、川を

そのままにしておくということ、そのどちら

も人間の利益になるということが意識され始

めています。ですから、これからの川づくり

ではその両方を意識するという姿勢が望まれ

ます。行政には、行政の目的を市民に分かり

やすくはっきり説明することを望みたい。市

利用することと、そのままにしておくとと

ないのが実情です。このまま、先進国も途上

国も今まで通りの行動で進むのであれば、環

境はとりかえしょうもなく破境されてしまう.

と私は危倶しています。

川や水についても、同じことがいえるので

はないでしょうか。世界の大河と呼ばれる川

は外国にあるのですが.広大な流域を潤して

きたその川がみんなおかしくなっています。

異常気象、人口培加、近代化など理由はさま

ざまでしょうが、中国の黄河下流域が200kmに

わたって干上がっているといいます。長江で

は水質汚染が悪化し、大洪水が発生しました。

ガンジス川でも氾産が相次いでいます。どの

川も満身創撲という状態です。

|……… i 
さきほど、川は自然環境の中心といいまし

たが、今後、ますます大きな問題になってい

くのは環境の問題です。川に対しては、人間

のために水を役立てたいという当然の要求と、

そのことばかり考えていると自然が破壊され

て元も子もなくなってしまうから考え直そうと

いう矛盾した要求が現在あります。私自身は、

水も川も自然もあるがままがいちばんいい、

という観点も大切だと思っています。ですから、

川の利用や管理にあたっては、この観点もう

まく折り込んで欲しいと期待しています。

9・

-関東平野を漏れ. 涜援の震地を潤し. 東京都民に飲料水を供給する利組川. 関東の産業. 生活は利樋川の水の車問盛告にI~考えられZ互い(栗揖付近}
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が
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ん
が
、
デ
ザ
イ
ン
面
も
鉦
績
で
き
ま
せ
ん
。

い
く
ら
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
使

っ
て
い
る
う
ち
に
飽
き
が
く
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

ら
し
ょ
う
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。

も
う
ひ
と
つ
、
い
つ
も
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
が

ア
ル
パ
の
懐
中
時
鼓
」
す
。
は
じ
め
て
自
分
の
時
計

を
持
っ
た
の
は
、
父
か
ら
お
下
が
り
の
腕
野
町
ど

う
い
う
わ
け
か
私
は
右
和
き
な
の
に
右
腕
に
腕
時
計

を
は
め
る
癖
が
あ
っ
て
、
あ
る
と
き
剣
道
か
何
か
を

し
て
い
る
と
き
に
小
手
を
受
け
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
使
い
は
じ
め
た
の
が
懐
中
壁
叫
家
に
あ
っ

た
盤
則
の
も
の
な
の
で
手
妻
c
式。

1
日
に
1
回
巻

か
な
い
と
動
か
な
い
の
で
、
こ
れ
が
な
か
な
か
面
倒

く
さ
く
て
か
な
わ
な
い
。

そ
の
う
持
宮
式
の
ク
オ

l
ツ
の
も
の
が
出
て
き
た
の
で
、
御
徒
町
の
ア
メ
横

に
行
っ
て
買
っ
た
の
が
こ
れ
で
す
。
小
さ
く
て
薄
い

と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
授
業
を
し
た
り
、
講
演
を
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
決
め
ら
れ
た
時
聞
の
範
囲
で
話
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苧
レ
な
が
ら
、
あ
と
何
分
と

計
算
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
誰
で
も
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
が
、
途
中
で
腕
時
計
な
ど
ち
ら
ち
ら
見
て

い
る
の
が
わ
か
っ
た
ら
、
相
手
は
決
し
て
い
い
気
持

ち
が
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
の
点
、
懐
中
時
計
な
ら
問

題
な
し
。
文
字
盤
が
大
き
く
て
、
秒
針
ま
で
は
っ
き

り
と
わ
か
る
し
、
机
の
上
に
置
い
て
あ
る
の
で
時
間

を
見
て
い
る
の
が
気
つ
か
れ
に
く
い
の
で
す
。

メ
ガ
ネ
や
時
計
は
い
わ
ば
ロ

l
テ
ク
と
い
う
か
、

昔
の
も
の
で
も
大
切
に
使
え
ば
ず
っ
と
使
え
る
。
反

対
に
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
ハ
イ

-Z潜
芳
γソ
で
す
ね
。

1
9
8
5年
に
富
士
通
の
M
Y
O
A
S
Y
S
2を
当

時
の
お
金
で
却
万
円
は
た
い
て
買
い
ま
し
た
。
親
指

シ
フ
ト
の
キ
ー
ボ
ー
ド
で
す
が
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ

チ
で
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
文
章
は
ず
っ
と
こ

れ
で
、
合
計
し
て
今
ま
で
に
日
台
使
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
プ
ロ
の
よ
う
な
も
の
は
時
代
と
と
も
に
技
術
が

進
歩
し
て
い
く
か
ら
、
古
い
も
の
の
よ
さ
と
い
う
か
、

ア
ン
テ
ィ

1
ク
的
な
値
慢
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
ね
。
(
諺

重
工
業
大
学
教
授
岡
大
学
院
社
会
理
工
護
費
祉
価
値
シ

ス
テ
ム
専
有
構
造
主
張
を
も
と
に
現
代
社
会
の
動
き
を
わ
か

り
や
す
く
鋭
〈
埜
霊
奇
士
事
に
『
は
じ
め
て
の
望
室
義
』

『
冒
険
と
し
て
の
整
容
学
』
『
性
愛
検
』
な
ど
。

原稿奮さには欠かせない富面面〉親指シフト

ワープロと、長年愛用しているマールヴイツ

ツのメガネフレーム。デザインがすばらしい。

アメ償て・買ったクオーツのアルハ宮嶋中時百七

文等唾が大きく見やすいので、授業や講演会

でいつも使っている必需前3ひとつ。
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